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支
那
事
変
の
折
、
北
支
に
行
っ
て

い
た
弟
が
、
写
真
を
送
っ
て
欲
し
い

と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
写
真
を
撮
り

ま
し
た
。
始
め
は
、
盛
装
を
し
て
と

思
い
ま
し
た
が
、
写
真
屋
さ
ん
の

「
あ
り
の
ま
ま
の
方
が
よ
い
の
で
は
」

と
い
う
こ
と
で
馬
か
ら
兎
に
至
る
ま

で
一
家
全
員
で
撮
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
ろ
は
暗
く
な
る
ま
で
稲
刈

り
を
し
て
、
子
ど
も
が
ち
ょ
う
ち
ん

を
照
ら
す
中
で
稲
か
け
を
し
ま
し
た
。

稲
コ
キ
は
も
っ
ぱ
ら
夜
な
べ
で
、
足

踏
み
の
重
い
機
械
を
二
人
が
か
り
で

回
し
な
が
ら
や
っ
た
も
の
で
す
。

東
田
尻
桑
原
英
与
利
さ
ん

馬
を
引
い
て
い
る
人
が
桑
原
さ
ん

確確確確確確確確確痙確確権磁確痙確確磁確確廼磁権確磁磁磁磁権

お忘れ怠く
翁

妙

■妊婦検診

　3月18日　上村病院／13：30～14二〇〇

■母親学級

　3月18日　妊娠中の保健／上村病院／12：30～13二〇〇

■婦人健康づくり事業

　3月13日　荒屋／荒屋公民館／9：30～14：00

■献　　血

　3月25日　保健センター前／13：00～14二〇〇

■ポリオ生ワクチン

　4月7日／保健センター／13：30～14：30／村内全域

　4月11日／保健センター／13：30～14：30／村内全域

　　辛刀回者　　S60．　6．　1～S60．11．30

　　追加者　S59．12．1～S60．5，31

　　前回未接種者

目精神衛生相談日

　3月20日　保健センター／14100～

し尿のくみ取りは65－2431中央清掃社に

　津南地域衛生施設組合のし尿処理場に問違って電話をする人

がいますので、ご注意ください。

　
』
一
月
二
日
、
上
越
国
際
ス
キ

ー
場
、
当
間
ゲ
レ
ン
デ
で
行
わ

れ
た
村
民
ス
キ
ー
大
会
の
模
様

で
す
。
ヵ
ッ
コ
イ
イ
帽
子
に
ゴ

ー
グ
ル
姿
の
チ
ビ
ッ
子
選
手
が

次
々
と
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
飛
び

出
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
　
窃
窃
慣
困

▼
澄
き
っ
た
青
空
、
今
の
時
期

の
青
空
は
特
に
青
く
感
じ
ま
す

こ
ん
な
日
は
、
雪
国
に
生
ま
れ

た
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
雪
ど
け
の
季
節
は
、
わ
た

し
た
ち
雪
国
に
住
む
者
に
と
っ

て
最
高
に
よ
い
季
節
で
す
。

▼
今
月
の
三
十
日
、
埼
玉
県
の

新
座
市
の
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
の

一
行
が
村
を
訪
ず
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
き

っ
か
け
を
大
事
に
し
て
、
相
方

に
と
っ
て
意
義
の
あ
る
交
流
会

に
育
て
た
い
も
の
で
す
。

▼
昨
年
の
三
月
現
在
、
七
千
七

人
の
人
口
が
今
年
は
、
六
千
九

百
五
十
九
人
。
人
口
の
減
少
を

く
い
止
め
た
い
も
の
で
す
。
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3月11日～4月10日

13（荊
婦人の健康づくり事業（右参照）

14働
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

⑯（日）
休日救急医（第二藤巻医院魯68－2018）

18（火）
妊婦検診・母親学級（右参照）

20（木）
精神衛生相談日（右参照）

⑳㈹ 章棚1、轄濯墾綴泉鰹難辮・総合
休日救急医（大島医院魯52－2957）

⑳（日）
休日救急医（山口医院魯55－2003）
当間山スキーツアー（体協）

田所小学校閉校式

25（火）
献　血（右参照〉

26（水）
商工会講演会「わたしたちの村はわたしたちの手で」松
沢友三氏商工会館13：30～）

27（木）

　　、

認可保育終了式

28（釦
心配ごと行政相談日（老人福祉センター13：00～15：00）

⑳（日）
休日救急医（中条病院優57－3018）

クロスカントリースキー大会（新座市スポーツ少年団来
村）

4（金）
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～15：00〉

5（土）
認可保育所入所式

⑥（日）
休日救急医（上村病院費63－2111）

7（月）

交通事故移動相談所（i・日町市役所10：00～15：00）

ポリオ生ワク（右参照）

※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。

ストリクロ

％～暫5

春の全国交通安全運動

広
、
、
2

レ、
」めざせ5

　　おもな内容

鑑騰織llll蕪1鴫灘騨
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足腰の強い農業へ砥
一『｝　　勿舶畷塀　忽濃
清田山にすばらしい水田が

　
昭
和
六
十
年
二
月
－
日
現
在
で
調
ぺ
た
農
業
セ
ン
サ
ス

の
調
査
結
果
を
基
に
、
村
の
農
業
の
実
態
に
迫
っ
て
み
ま

し
た
。
豪
雪
地
し
か
も
稲
作
単
作
の
わ
が
村
で
農
業
だ
け

で
生
計
を
営
む
こ
と
は
容
易
で
な
い
こ
と
で
す
ρ
し
か
も

こ
れ
と
い
っ
た
産
業
が
無
い
当
地
で
は
、
農
業
に
ウ
エ
ー

ト
を
置
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
村
の
農
業
を
考

え
話
し
合
い
た
い
も
の
で
す
。

増
え
る
第
二
種
兼
業
農
家

　
勤
め
の
か
た
わ
ら
農
業
を
す
る

第
二
種
兼
業
農
家
が
増
え
る
反
面
、

農
業
を
主
な
仕
事
と
す
る
、
第
一

種
兼
業
農
家
が
減
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ

と
は
、
一
鯵
や
二
診
く
ら
い
の
農

業
経
営
（
水
稲
）
で
は
自
立
が
困

難
に
な
っ
て
き
て
い
る
か
ら
で
す
。

昔
は
、
水
田
が
一
診
も
あ
れ
ば
一

家
が
生
活
で
き
る
と
い
わ
れ
ま
し

た
が
、
今
で
は
五
衿
く
ら
い
必
要

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
村
内
に
は
五
鯵
以
上

も
っ
て
い
る
農
家
は
三
戸
し
か
な

く
、
三
診
以
上
あ
る
農
家
も
二
十

八
戸
（
二
・
五
資
）
に
過
ぎ
な
い
現

状
で
す
。
昭
和
三
十
五
年
当
時
二

百
三
十
六
戸
を
数
え
た
専
業
農
家

も
、
昭
和
六
十
年
に
は
六
十
九
戸

に
激
減
し
て
い
ま
す
。

　
第
一
種
兼
業
農
家
の
人
た
ち
の

多
く
は
、
農
作
業
の
合
間
を
ぬ
っ

て
日
雇
い
な
ど
に
出
て
い
る
現
状

で
す
。
日
雇
い
な
ど
で
わ
り
あ
い

金
が
と
れ
る
た
め
農
作
業
を
早
く

ほ
場
整
備
で

農
業
の
墓
盤
づ
く
り
を

　
当
村
の
ほ
場
整
備
率
は
、
七
八

煤
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
内
の
一
六
ば
が
昭
和
初

期
に
整
備
し
た
五
♂
～
七
記
の
水

田
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
水
田
で
は
、
道
水
路

が
今
の
機
械
化
に
追
い
つ
い
て
い

け
な
い
状
況
で
す
。
大
型
機
械
の

通
れ
な
い
道
路
、
漏
水
が
激
し
く

下
流
域
に
水
不
足
を
も
た
ら
す
土

水
路
、
こ
れ
で
は
効
率
の
よ
い
農

業
経
営
を
す
る
こ
と
は
無
理
で
す
。

　
ほ
場
整
備
の
話
し
が
で
ま
す
と

「
も
う
か
ら
な
い
農
業
に
こ
れ
以

上
借
金
は
で
き
な
い
」
と
い
う
声
が

で
て
き
ま
す
。
し
か
し
十
年
～
二

十
年
後
を
考
え
れ
ば
こ
こ
で
の
苦

労
は
必
ず
報
わ
れ
ま
す

　
万
一
、
こ
の
村
を
離
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
も
買
い
手
も
作
り
手
も

い
な
い
よ
う
な
水
田
で
は
価
値
が

済
ま
そ
う
と
機
械
の
導
入
に
も
拍

車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
　
嫌
わ
れ
る
出
稼
ぎ

　
専
業
農
家
や
第
一
種
兼
業
農
家

の
多
く
が
、
冬
場
出
稼
ぎ
に
出
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
も
、
若

者
を
農
業
か
ら
敬
遠
さ
せ
て
い
る

原
因
で
す
。
し
か
し
豪
雪
と
い
う

宿
命
を
持
つ
当
地
で
は
、
冬
場
の

農
業
（
キ
ノ
コ
、
軟
化
ウ
ド
、
畜

産
等
）
経
営
も
施
設
面
や
技
術
習

得
な
ど
の
関
係
か
ら
増
え
る
傾
向

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

進
ま
な
い
農
地
の
流
動
化

　
現
在
の
一
戸
当
た
り
耕
作
面
積

は
九
十
ノ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

昭
和
三
十
五
年
当
時
に
比
べ
わ
ず

か
八
ノ
伸
び
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
農
家
数
が
昭
和
三
十
五
年

当
時
に
比
べ
百
七
十
一
戸
と
い
う

比
較
的
少
な
い
減
少
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
戦
後
行
わ
れ
た
農
地
開
放
政

策
な
ど
に
よ
り
、
農
地
に
対
す
る

執
着
心
が
増
し
、
人
に
農
地
を
貸

す
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
る
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

進
む
高
齢
化

　
農
業
従
事
者
は
、
近
年
六
十
歳

以
上
の
高
齢
者
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
村
内
で
も
後
継
ぎ
が
都
会

に
出
て
い
た
り
、
い
て
も
勤
務
の

都
合
で
農
業
に
タ
ッ
チ
し
な
い
農

家
が
増
え
て
い
ま
す
。
六
十
歳
以

上
の
農
業
従
事
者
が
全
体
の
二
七

響
に
達
し
て
い
る
現
状
で
す
。
こ

れ
は
村
全
体
の
人
口
構
成
に
も
同

じ
こ
と
が
い
え
ま
す
。
昭
和
三
十

五
年
当
時
、
六
十
歳
以
上
の
人
口

の
割
合
は
一
一
暫
で
し
た
が
、
昭

和
五
十
五
年
に
は
二
一
暫
と
二
倍

に
な
っ
て
い
ま
す
。

無
理
な
機
械
化
が

　
昭
和
五
十
五
年
の
農
業
セ
ン
サ
ス

の
数
字
を
見
ま
す
と
、
村
内
に
は

三
百
八
十
二
台
の
コ
ン
バ
イ
ン
が

あ
り
、
田
植
機
も
四
百
十
六
台
入

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
耕
作
面

積
が
一
診
以
上
の
農
家
数
三
百
五

十
五
戸
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
一
衿
ク
ラ
ス
の
農
家
が
所
有
す

る
農
機
具
は
推
定
六
百
万
円
位
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
を
八
年
で
償
却

し
ま
す
と
年
七
十
五
万
円
の
積
立

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
修
繕

料
も
か
さ
み
機
械
設
備
費
の
ウ
ェ

ー
ト
が
高
く
な
り
ま
す
。
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あ
り
ま
せ
ん
。
孫
子
の
代
に
な
っ

て
「
家
の
先
祖
は
先
見
の
明
が
あ

っ
た
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
英
断

を
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
施
設
の
共
同
利
用
で

　
　
　
コ
ス
ト
の
軽
減
を

　
現
在
進
め
て
い
る
新
農
業
構
造

改
善
事
業
（
田
沢
・
平
場
地
区
）

で
は
、
水
稲
育
苗
施
設
と
籾
乾
燥

調
整
施
設
の
建
築
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
、
個
々
の
農
家
が

一
台
百
万
円
以
上
も
す
る
乾
燥
機

や
何
十
万
も
す
る
調
整
機
を
持
っ

で
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
水
稲
で

収
益
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
は

無
理
な
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
こ

と
に
対
応
す
る
た
め
村
で
は
育
苗
、

籾
乾
燥
調
整
施
設
の
共
同
利
用
を

進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

劣
雑
謬
共
同
化
を

　
上
山
、
如
来
寺
な
ど
の
水
稲
組

合
方
式
を
平
場
地
区
に
取
り
入
れ

鼎
・龍躍’暫
鰹澱撫

★
一
戸
当
た
り
の
経
営
面
積

年 薗穫（a〉

35 82
40 81
45 78
50 82
55 87
60 90

下山ほ場整備》
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　二つの事業を取り入れ、5年がかりi
の幕盤整備が完成し、換地を待つばか曇

りとなりました。いま振り返ってみま…

すと、機械が行かない飛地や3㌃．の田｝

んぼに半日もかかったあぜぬり等、い1

ままでの苦労がウソのようです。従来｝

のままの清田山の環境では、半世紀と　茎

はもたないと思われました。　　　　　…

　そうしたことから基盤整備は、清田茎

山に育つ子どもたちや集落の維持のた　ξ

め絶対に必要なことでした。　　　　　…

　整地された水田を前に思うことは、　套

集落がまとまって物事を進める大切さ茎

と，自然公園を生かした集落の発展の妻

ことです。　　　　　　　　　　　　　｝
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る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
隣
近
所
で
の
小
規

模
な
集
団
を
作
っ
て
ト
ラ
ク
タ
：

や
コ
ン
バ
イ
ン
の
共
同
利
用
、
協

業
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
可
能

で
す
。
現
在
の
五
■
～
七
♂
の
水

田
で
は
手
間
が
か
か
っ
て
無
理
で

す
が
、
ほ
場
整
備
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
の
方
式
も
や
り
や
す
く

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
農
作
業
の
受
委
託
と

　
中
核
農
家
の
規
模
拡
大
を

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と
と
も

に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
が
、
農
作
業
の
受
委
託
で
す
。

第
二
種
兼
業
農
家
の
入
た
ち
は
、

日
曜
百
姓
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
朝

夕
、
日
曜
と
稼
ぎ
ま
く
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
い
て
農
業
か
ら
の
収

入
は
少
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　
農
作
業
の
受
委
託
は
、
集
落
内

で
中
核
農
家
を
育
て
て
い
く
た
め

に
も
必
要
で
す
。
中
核
農
家
は
、

受
託
農
作
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り

機
械
の
効
率
利
用
と
受
託
料
が
入

り
経
営
が
や
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

一
方
、
委
託
者
は
、
機
械
を
使
う

以
外
の
水
田
の
管
理
作
業
を
し
な

が
ら
余
裕
を
持
っ
た
会
社
勤
め
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
農
作
業
の
受
委
託
を
更
に
進
め

て
、
農
地
の
貸
し
借
り
に
よ
る
中

核
的
農
家
の
経
営
規
模
の
拡
大
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
八
，
後
の
課
題

で
す
。
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1
へ
ま

収
益
監
“
．
“
凋
く

　
昭
和
四
十
五
年
か
ら
、
米
の
生
産
調
整
政
策
が
と
ら
れ
、

は
や
十
五
年
の
歳
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
稲
作

単
作
地
帯
の
当
村
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
痛
手
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
主
食
で
あ
る
米
の
抜
本
的
な
生
産
体

系
が
確
立
さ
れ
ず
、
今
後
も
引
き
続
き
転
作
政
策
が
行
わ

れ
る
情
勢
で
す
。
転
作
田
の
有
効
利
用
で
収
益
に
結
び
つ

け
る
努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。

転
作
目
標
達
成
率

　
一
〇
五
パ
ー
セ
ン
ト

　
昭
和
六
十
年
度
の
転
作
実
施

面
積
は
、
九
十
八
衿
で
転
作
目

標
面
積
に
対
し
一
〇
五
誕
の
達

成
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
転
作
作
物
の
栽
培
状
況
は
、

野
菜
、
大
豆
、
花
卉
・
種
苗
、
そ

ば
、
タ
バ
コ
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
面
積
的
に
は

他
用
途
米
の
配
分
面
積
が
増
加

し
た
た
め
、
花
卉
・
種
苗
を
除
く

と
減
っ
て
い
る
現
状
で
す
。

　
活
用
の
少
な
い

　
　
　
　
加
算
制
度

　
他
用
途
米
を
除
い
た
転
作
面

を

積
七
十
六
・
三
鴛
の
内
、
加
算
対

象
田
は
、
十
七
・
六
諺
（
二
三
・

一
μ
）
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　
ち
な
み
に
県
や
魚
沼
の
平
均

数
値
を
見
ま
す
と
、
県
で
三
八

煙
、
魚
沼
で
三
四
・
八
ば
と
当

村
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
村
内
の
四
十
三
集
落
の
内
、

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
い
る
集

落
は
、
十
一
集
落
（
二
六
ば
）

に
過
ぎ
な
い
現
状
で
す
。
加
算

制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

集
落
内
の
意
見
統
一
が
ま
ず
必

要
で
す
。
転
作
田
の
有
効
利
用

に
よ
る
収
益
の
向
上
を
図
る
た

め
集
落
内
の
話
し
合
い
に
よ
る

加
算
制
度
の
利
用
を
進
め
ま
し

特
定
作
物

大　　　　豆

藻　纈薦　　』

　　　　　藝
　20．3 16．5

飼料作物 5．9 3．7

そ　　　　ば 5．3　・ 5．0

麦 ｝ 一

永年性作物 0．1 0．1

野　　　　菜 34．9 34．1

豆　　　　類 2．7 2．3

タ　バ　　コ 4．5 4．4

花卉・種苗類 8．0 8．5

一
般
、
作
嚢

物

林　地　等 0．4 0．3

青　刈　稲 1．7 0．9

そ　の　他 0．3 0．5

繋

転　作　計 84．0 76．3

土地改良通年施行 5．9 1．5

実績算入面積 1．1 1．1

　、他用途利用米 12．6 19．1

合　　　計 103．6 98．0

よ
）
つ
。

　
昭
和
六
十
一
年
度

目
標
面
積
九
十
六
・
三
鴛

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
転
作
目

標
面
積
は
、
九
十
六
・
三
鴛
（
前

年
度
対
比
三
・
五
ば
増
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
配
分
面
積
が
増
加

し
た
の
は
、
二
年
つ
づ
き
の
豊

作
で
過
剰
米
の
発
生
防
止
と
ゆ

と
り
あ
る
米
管
理
の
両
面
を
配

慮
し
た
国
の
決
定
に
よ
る
も
の

で
す
。

　
こ
の
内
、
他
用
途
米
の
配
分

面
積
は
、
十
五
・
七
鴛
で
、
六
十

年
度
に
比
べ
三
・
四
診
減
少
し

て
い
ま
す
。
先
般
他
用
途
米
の

希
望
を
と
っ
た
と
こ
ろ
配
分
面

積
を
三
・
六
盤
上
回
っ
て
い
ま
す
。

他
用
途
米
の
配
分
に
当
た
っ
て

は
、
昨
年
の
出
荷
実
績
を
考
慮

し
て
行
い
ま
す
。

　
農
家
組
合
へ
の
転
作
面
積
の

磯
　
’

懸
難

配
分
は
、
三
月
の
下
旬
こ
ろ
に

な
る
見
込
み
で
す
。

換
金
化
へ
集
落

　
ぐ
る
み
の
話
し
合
い
を

　
農
地
の
荒
廃
に
つ
な
が
る
こ

の
転
作
政
策
は
、
残
念
な
が
ら

将
来
的
に
も
続
く
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
を
耐
え
抜
く
た

め
に
は
、
転
作
田
の
有
効
利
用

に
よ
る
換
金
化
で
す
。

　
倉
俣
地
区
や
田
沢
地
区
の
一

部
を
除
い
て
は
、
畑
作
が
導
入

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
水
稲
に

変
わ
る
作
物
を
栽
培
す
る
こ
と

は
難
し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し

こ
の
ま
ま
で
は
、
先
祖
が
苦
労

し
て
肥
や
し
た
農
地
が
生
か
さ

れ
ま
せ
ん
。
地
域
の
中
核
的
農

家
の
奮
起
に
よ
り
、
新
た
な
作

物
の
導
入
と
そ
れ
を
支
え
る
地

域
の
力
で
こ
の
難
局
を
乗
り
切

り
た
い
も
の
で
す
。

協同だから大豆も作れるんですよ

　
　
　
　
　
　
歯
の
二
大
疾
患

　
　
6
　
　
は
、
虫
歯
と
歯
そ

　
　
　
　
　
う
膿
ろ
う
と
い
わ

　
　
　
　
　
れ
て
い
ま
す
。
し

　
　
　
　
　
か
し
、
現
在
で
は
、

　
　
。
　
　
歯
な
ら
び
を
加
え

　
．
器
　
　
歯
の
三
大
疾
患
と

　
　
　
　
　
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
三
月
一
日
、
矯
正
歯
科
治
療

の
講
演
会
が
保
健
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。
講
師
に
は
、

新
潟
大
学
歯
学
部
矯
正
学
科
の

花
田
教
授
を
迎
え
ま
し
た
。
花

田
教
授
は
、
昭
和
五
十
年
に
村

営
歯
科
診
療
所
創
立
以
来
、
医

師
派
遣
等
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

て
い
る
人
で
す
。

　
先
生
の
話
に
よ
れ
ば
驚
い
た

こ
と
に
不
正
咬
合
（
歯
の
か
み

合
せ
が
悪
い
）
は
中
学
生
四
十

人
の
内
十
人
位
は
い
る
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
治
療

の
必
要
な
人
は
一
～
二
人
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
歯
な
ら
び
が
悪
い
と
、
引
っ

込
み
思
案
に
な
る
な
ど
の
精
神

的
な
面
の
他
に
虫
歯
や
歯
そ
う

膿
ろ
う
に
か
か
り
や
す
く
、
健

康
を
も
害
す
そ
う
で
す
。

　
毎
月
第
二
・
四
週
（
月
火
水
）

に
は
歯
科
診
療
所
に
矯
正
の
専

門
医
が
来
て
い
ま
す
の
で
、
子

ど
も
の
歯
な
ら
び
等
に
悩
ん
で

い
る
人
は
ぜ
ひ
相
談
に
き
て
く

だ
さ
い
。

4

1が変ったら

必ず騒酵

　
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は

全
て
老
人
保
険
の
被
保
険
者
に

な
り
ま
す
。
現
在
、
七
十
歳
以
上

で
勤
め
て
い
て
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
の
医
療
費
も
市

町
村
が
支
払
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

全
国
に
五
千
以
上
あ
る
保
険
者

（
健
康
保
険
組
合
）
が
共
同
し

て
老
人
医
療
費
の
七
割
を
老
人

の
加
入
割
合
に
反
比
例
す
る
よ

う
な
拠
出
を
し
、
残
る
三
割
は

公
債
（
税
金
）
で
ま
か
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
仕
組
み
が
複
雑

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
医
療

機
関
に
か
か
る
際
、
自
分
の
加

入
し
て
い
る
健
康
保
険
証
を
正

し
く
使
わ
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。遅

い
届
で
困
る
事
務
処
理

二んなとき 手　続　　き いつまで

70歳になったとき
保険証を添えて居住地の市
町村長に届ける

70歳の誕生
日前

加入している保険
が変ったとき

新しい保険証を添えて居住
地の市町村長に連絡する。

すみやかに

他市町村から転入

してきたとき

保険証を添えて居住地の市
町村長に届け出る。

14日以内に

他市町村へ転出す
るとき

健康手帳を添えて居住地の
市町村長に届け出る。

転出する前
に

死亡のとき
届出義務者が死亡した者の
健康手帳を添えて市町村長
に届け出る。

14日以内に

市町村の区域内で
居住地を変更した
とき

居住地の市町村長に届け出
る。

14日以内に

生活保護法による

医療扶助を受ける
ようになったとき

健康手帳を添えて市町村長
に届け出る。

すみやかに

交通事故などに遭
って医療を受けた
場合

事故の状況、加害者、かか
っている医療機関などを必
ず市町村長に連絡をする。

すみやかに

《
ケ
ー
ス
ー
》

　
田
中
さ
ん
は
、
国
民
健
康
保

険
の
被
扶
養
者
で
し
た
が
、
お

父
さ
ん
が
会
社
に
勤
め
た
た
め

社
会
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
田
中
さ
ん

は
、
前
の
国
民
健
康
保
険
証
で

医
療
機
関
に
か
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ケ
ー
ス
の
場
合
、
本
来

は
、
社
会
保
険
が
負
担
す
べ
き

医
療
費
を
国
民
健
康
保
険
が
す

る
た
め
、
後
に
そ
の
訂
正
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
手
続
き

は
、
病
院
の
事
務
、
市
町
村
の

事
務
な
ど
に
多
大
な
手
間
を
か

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
医
療
機
関
に
か

か
る
と
き
は
、
実
際
に
加
入
し

て
い
る
保
険
証
を
提
示
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
お
年
寄
り
に

　
　
　
よ
く
教
え
て

　
会
社
が
変
わ
っ
た
場
合
な
ど

で
保
険
証
が
ま
だ
発
行
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
、
そ
の
旨
を
医

療
機
関
に
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
は
、

面
倒
が
ら
ず
に
お
年
寄
り
に
そ

う
し
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。
月
一
回
医
療
機
関
の
窓
口

に
保
険
証
と
老
人
保
険
の
受
給

者
証
を
提
示
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
し
た
き

ま
り
を
き
ち
ん
と
守
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

手
続
き
は
早
め
に

　
左
上
の
表
の
よ
う
な
場
合
は

届
出
が
必
要
で
す
。
届
出
に
は

期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

期
限
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

多
受
診
は
や
め
て

　
一
つ
の
病
気
で
い
ろ
い
ろ
な

医
療
機
関
で
受
診
を
さ
れ
る
人

が
い
ま
す
。
「
病
い
は
気
か
ら
」

と
い
う
く
ら
い
で
す
。
自
分
の

主
治
医
を
信
じ
て
一
か
所
で
受

診
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

．
湯
ラ
ブ
活
働
・
で
汐
、

　
　
　
　
　
・
作
喝
う
一
生
の
夜

　
四
月
、
晴
れ
て
中
学
生
に
な

る
み
な
さ
ん
、
さ
ぞ
、
希
望
に

燃
え
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
ね

け
ど
ち
ょ
っ
ぴ
り
不
安
も
あ
る

の
で
は
な
い
で
す
か
。

　
き
み
た
ち
も
知
っ
て
い
る
よ

う
に
中
学
校
の
授
業
は
“
教
科

担
任
”
と
な
り
、
科
目
ご
と
に

先
生
が
違
い
ま
す
。
多
く
の
先

生
の
考
え
方
と
接
す
る
こ
と
は

若
い
き
み
た
ち
に
と
っ
て
と
て

も
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
中
学
校
に
は
、

「
中
間
テ
ス
ト
」
　
「
期
末
テ
ス

ト
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
そ
の
日
の
復
習
と
こ
れ
か

ら
の
予
習
を
毎
日
や
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
を

　櫓
懸

　
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
異
つ
た
年

齢
の
仲
間
が
ふ
れ
合
う
数
少
な

い
場
の
一
つ
で
す
。
ガ
キ
大
将

的
な
存
在
が
い
な
く
な
つ
た
現

在
、
遊
び
の
中
で
礼
儀
な
ど
の

社
会
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
先
輩
や
後

輩
と
の
集
団
生
活
の
中
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
葛
藤
を
体
験
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
体
験
の

中
で
、
ル
ー
ル
の
順
守
や
勝
ち

負
け
の
厳
し
さ
を
知
る
こ
と
は

将
来
、
社
会
の
荒
波
を
生
き
抜

く
力
に
な
り
ま
す
。

騰
い軟

　
一
生
の
友
見
つ
け
よ
う

　
中
学
生
に
な
る
と
、
勉
強
も

ク
ラ
ブ
活
動
も
厳
し
く
な
る
け

ど
、
そ
れ
を
一
緒
に
ガ
ン
バ
リ

通
し
た
友
だ
ち
と
の
友
情
は
、

そ
れ
だ
け
強
い
も
の
で
す
。
中

学
生
時
代
に
一
生
の
友
だ
ち
を

見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

昭和61年3月10日広鰻かかマ～5
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この作品は山田まゆみさんの協力で
掲載しています。

藁鈴

　　ノイローゼなどは

　　　　早めに相談を

複雑にからみ合う社会、人問関係の

難しさ。こんな生活に疲れ軽いノイロ

ーゼ状態になる人が増えています。こ

のとき、一一人で悩んで自分の中に閉じ

こもってしまうと症状が進んでしまい
ます。

一人で思い悩んでいないで思い切っ

て、専門医のアドバイスを受けること

が一番大切です。

村では、下記により精神衛生相談を

行いますのでお気軽においでください。

★相談日　3月20日（木）　午後2時

★会場保健センター
※相談ご希望の方は、3月15日まで

　に健康管理室に申し出てください。

あなたの経験を生かそう
十日町地域高齢者事業団4／1発足

凝　　今日の中里村を築いてくれたお年寄

　りのみなさんご苦労様でした。潤いの

　ある充実した人生を過していますか。

　　第一線を退いた人の中には、今まで

　の経験を生かし、世の中のためになり

　たいと考えている人がいると思います。

　　4月から十日町地域高齢者事業団が

　発足しますので、そこであなたの実力

　を発揮してみませんか。また、高齢者

　事業団にふさわしい仕事を求めていま

　す。詳しい要綱は、後ほど文書を配布

　する予定です。

停電のお知らせ

3月18日（火）午後1時～午後4時

芋沢

考　麟

緊急融資のご案内

　　　　国民金融公庫

　国民金融公庫では、豪雪で被害を受

けられた中小企業の皆様に、緊急融資

の取扱いを開始しました。

★融資対象者

　直接被害を受けられた人、豪雪に

　より売り上げが減少したり、売掛金

債権の回収が長期化するなど、問接

的に被害を受けた人。

★融資限度額

　1，200万円

★利　率　7．2％

　その他、詳しくは、国民金融公庫
長岡支店（台0258－36－4360渡辺）。

あなたも自衛官に

　自衛隊を支えるのは、若いみなさん

です。自衛隊は、団体生活から生まれ

た指導力と協調性、強い責任感と根性

教育訓練による技能を身にっけ、退職

後も培った能力を生かし、企業の各分

野で活躍しています。

★受付期間

一年間を通じて行っています。

★応募資格

採用予定月の1日現在、18歳以上25

歳未満の男子。

★試験科目

筆記試験（国語（作文を含む）、数

学及び社会）、身体検査、適正検査及

び国述試験

詳しくは、役場総務課まで。（智63－

2511内線15）。

　世帯更生資金貸付けの

　　　　　　ご案内
　世帯更正資金を借りられる世帯は、

低所得世帯、身体障害者世帯であり、

本資金の借り入れがないと転落するお

それのある世帯です。

★資金の種類

1．更正資金　2．身体障害者更正資金

3。生活資金　4．福祉資金　5．住宅資金

6．修学資金　7．療養資金　8．災害援護

資金

更正資金について、詳しく知りたい

方は、中里村社会福祉協議会までご相

談ください（老人福祉センター内

　　　a63－2520）。

整
遷播

農業用軽油免税証の交付

★日時　3月24日（月）

　　午前9時～午後4時
★場所　十日町総合庁舎　会議室

★必要書類①印鑑②免税軽油使用

　　　者証③耕作面積証明書
　　　（農業委員会）④使用機械
　　　の証明書（税務課）
※詳しくは、十日町財務事務所へお問

い合わせください（費57－5511㊦205）。

善意をありがとう

次の善意が社会福祉協議会に寄せら

れました。

★香典返し

清田山　山田久男　20，000円

干　溝　大島清正　30，000円

山崎村山基30，000円
ありがとうございました。

晦鈴　躍

固定資産課税台帳の

　　　縦覧のご案内

★日時　3月1日～3月21日

　　執務時間中
★場所　役場税務課

　車両系建設機械の

　運転技能講習のご案内
機体重量3㌧以上のブルドーザー、

トラクターショベル、バックホー等の

運転は、労働安全衛生法により、指定

教習機関の行う技能講習を修了したも

のでなければ運転できないことになっ

ています。この技能講習が次の日程で

実施されますのでお知らせします。

1回目　学科　4月1日～2日
　　実技　4月21日～25日
2回目　学科　5月20日～21日

　　実技　6月9日～13日
3回目　学科　7月1日～2日

　　実技　7月21日～25日
4回目　学科　9月1日～2日

広報モニター募集

一一毒；1

　　実技　9月29日～10月3日
詳しくは、建設業労働災害防止協会

新潟県支部まで（80252－24－0442）。

qo
ま

N　H　K学園の通信講座で

　　　　学びませんか

　N　H　K学園では、生涯学習講座の春

の受講生と高等学校の生徒を募集して

います。

★生涯学習（通信講座）

教養と趣昧を深めるための書道、硬

筆、俳句、短歌、囲碁など22講座で
す。

申込受付　2月15日～4月15日
★高等学校普通科コース（通信教育）

★高等学校教養コース（通信教育）

詳しい案内書をご希望の方は、お近

くのN　H　Kまたは〒186東京都国立市

富士見台2－36NHK学園8E11係に
講座名またはコース名、あなたの郵便

番号、住所、氏名、電話番号をハガキ

に記入してご請求ください。

案内書は無料です。

広報なかさとも発行以来5年が過ぎようとしています。単に役場からのお知

らせ広報にならない様にと考えて編集しています。広報紙は、行政と住民のパ

イプ役になることが大きな使命です。そのためには、みなさんの意見が反映さ

れる広報でなくてはなりません。

広報紙発行6年目にあたり、広報モニター制度を設置することになりました。

広報紙に関心をお持ちのみなさん、ぜひ、ご応募ください。

★要綱抜粋　1．主な仕事　毎月1回広報紙への意見を報告。身近な話題を提

　　　　　　　　　供する。モニター会議への出席。
2．定
3．委

4．報

員5名18歳～70歳
嘱　応募者の中から村長が委嘱。ただし、定員を超え

　た場合は、クジで選出する。
償　予算の範囲内で年度末に支払う。

※興味をおもちの方は、総務課広報担当まで（a63－2511内線15）。

萎

灘
げ
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岡
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う
　
　
　
黛
隷

　
　
晴
　
　
　
㌻
撫
欝

快
　
薫
．
　

　
三
月
二
日
、
久
し
ぶ
り
の
快

晴
の
中
、
上
越
国
際
ス
キ
ー
場
　
　
（

当
間
ゲ
レ
ン
デ
で
、
村
民
ス
キ

ー
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
　
　
　
－

　
今
回
は
、
新
設
さ
れ
た
ば
か

り
の
第
ニ
リ
フ
ト
の
下
に
設
け

ら
れ
た
専
用
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
　
　
舶

チ
ビ
ッ
子
選
手
等
五
十
人
が
タ

イ
ム
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
ピ
ッ
ピ
ッ
ポ
ー
、
本
格
的
な

記
録
測
定
器
が
作
動
す
る
中
、
　
　
・

「
ヨ
シ
　
行
け
」
「
つ
っ
こ
め
」

と
大
会
役
員
の
励
ま
し
を
受
け

な
が
ら
全
員
が
快
走
を
し
ま
し

た
。

田
渉

田
暢

卓
真

田
沢
小

田
沢
小

田
沢
小

学
年
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の
岡
村
由
梨
ち
ゃ
ん

滑
り
に
大
会
役
員
は
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」
　
「
ス
ピ
ー
ド
が

絶
賛
し
て
い
ま
し
た

り
止
み
、
ス
キ
ー
シ

あ
と
わ
ず
か
で
す
。

キ
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楽
し
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ま
し
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当
間
山
麓
開
発
促
進
協
議
会
　
　
★
国
道
二
七
号
線
改
良
説
明
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

二
月
二
十
日
、
老
人
福
祉
セ
　
　
　
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

タ
ー
で
当
間
山
麓
促
進
協
議
　
　
　
国
道
一
一
七
号
線
改
良
に
伴
口

が
開
か
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
う
荒
屋
地
内
の
改
良
設
計
図
が
　
一

こ
の
日
は
、
今
回
の
協
議
会
　
　
完
成
し
、
二
月
十
七
日
、
建
設
一

先
立
ち
安
達
事
業
グ
ル
ー
プ
　
　
省
長
岡
国
道
事
務
所
か
ら
金
谷
層

井
手
部
長
と
協
議
会
役
員
と
　
　
調
査
課
長
等
が
訪
ず
れ
・
荒
屋
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層

打
合
せ
の
結
果
報
告
を
行
う
　
　
公
民
館
で
説
明
会
が
開
か
れ
ま
　
齪

と
も
に
こ
れ
か
ら
の
進
め
方
　
　
し
た
。
今
回
、
設
計
が
完
成
し
●

つ
い
て
討
議
し
ま
し
た
。
　
　
　
た
の
は
、
清
津
橋
の
付
根
か
ら
口

協
議
会
の
中
で
は
、
ス
キ
ー
　
　
荒
屋
公
民
館
ま
で
の
四
百
灯
で
　
層

建
設
へ
の
ム
ー
ド
を
高
め
る
　
　
す
。
設
計
図
に
よ
れ
ば
、
車
道
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
u
　
　
、
　
層

め
、
集
落
の
対
策
委
員
会
と
　
　
幅
員
七
冒
、
路
肩
両
貝
二
．
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
纏
下
　
　
層

懇
談
会
を
早
々
に
開
く
予
定
　
　
歩
道
両
側
三
屑
の
全
幅
十
七
屑
　
層

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
道
路
に
な
る
予
定
で
す
。
　
　
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
ー
一
一
一
ー
一
一
一
一
』

益
国
套
で
＋
七
位
桑

里
中
学
校
の
山
本
秋
彦
君
　
　
位
を
聞
い
て
も
信
じ
ら
れ
ま
せ

一
月
五
日
妙
高
高
原
で
開
　
　
ん
で
し
た
凶

た
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
　
　
　
山
本
君
は
、
三
月
二
十
一
日

男
子
十
鍍
で
十
七
位
に
　
　
か
ら
長
野
県
の
白
馬
で
開
か
れ

し
ま
し
た
。
県
内
勢
で
は
　
　
る
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

ζ
い
う
り
っ
ぱ
な
成
績
で
　
　
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
君
は
、
高
校
入
試
間
近
で
す

ん
な
気
持
で
走
り
ま
し
た
　
　
が
、
「
光
栄
な
こ
と
で
す
の
で
精

課
習
の
と
き
先
生
に
注
意
　
　
　
一
杯
や
り
ま
す
凶
と
毎
日
、
苦

に
こ
と
を
頭
に
入
れ
て
走
　
　
し
い
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

し
た
。
十
七
位
と
い
う
順
　
　
　
山
本
君
は
、
田
沢
小
学
校
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
年
の
と
き
か
ら
距
離
ス
キ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
や
っ
て
い
ま
す
。
小
柄
で
優

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
そ
う
な
山
本
君
で
す
が
、
走

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
姿
は
、
精
か
ん
で
た
く
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
を
感
じ
ま
す
。

呈離、ど羅鯵楚中讐謀‘閉7ず鷺響『一駅”即1
した練ん　とし　た＿里　縢
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懇藤羅繋
コギリ’状の小岩塔が連なり、雪稜に抜けるの

は困難だという報告が入る。岸塔下部に待機

していた隊員のなかに沈黙が生まれる。

全員登頂を目標とした私たちは、三日問に

わたりルート工作をした北東稜を断念し、南

東稜へ転進を決めた。

気落ちした雰囲気に追い打ちをかけるよう

に、最後尾で回収作業をしていた高橋隊員が

氷雪の残る小ルンゼをトラバース中に滑落・

50㍍ほど流され両腕に深裂傷を負ってしまっ

た。幸いにも自力で下山ができた。

翌13日、再び事故が発生した。

この日、わたしたちはC　lを撤収、南東稜

へ転進するためKR2峰・3峰のコル下部に

キャンプの移動を開始した。

「落ちた！」と誰かが叫ぷ。C　lから30㍍ほ

ど下がったそころで小幡隊員がヒドンクレバ

スに捕まってしまった。

　気温の上昇で、今朝は凍っていた50㍍ほど

の新雪がグザグザの状態に変わり、新雪に隠

されたクレパスが80㌢ほどのロを開けていた。

小幡隊員は運よく5㍍ほど下の氷のテラスに

助けられていたが、テラスの隣りには死神が

黒いロを開けていた。

　　　　　　　lKR3

みなさんの惰報をお待ちしています（内線15番）
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田
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こ
の
版
画
は
、
図
工
の
時
に

友
だ
ち
が
、
糸
ノ
コ
で
木
を
切

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
下
描

き
を
す
る
時
に
、
少
し
右
に
よ

り
す
ぎ
た
の
が
残
念
で
し
た
。

も
っ
と
友
だ
ち
の
表
情
や
、
体

操
着
の
し
わ
な
ど
を
工
夫
す
れ

ば
、
は
く
力
の
あ
る
版
画
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。

村の動きを知る

歯
の
主
役
⑫

　
ぼ
く
家
の
中
で
ブ
ロ
ッ
ク
を

組
み
立
て
て
遊
ん
で
い
る
ん
だ
。

だ
っ
て
外
は
雪
が
降
っ
て
ば
か

り
い
る
ん
だ
も
ん
。
今
は
、
兄

ち
ゃ
ん
も
家
に
い
る
の
で
ケ
ン

カ
を
し
て
は
、
お
母
さ
ん
に
お

こ
ら
れ
る
ん
だ
。
高
い
所
な
ら

戸
棚
の
上
で
も
ど
こ
で
も
登
る

ん
だ
ぞ
。
す
ご
い
だ
ろ
ー
。

　
　
　
　
富
井
涼
二
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
父
政
雄
・
母
洋
子

KR4
6340

　△

　
い
ま
若
い
女
性
の
間
で
、
圧

倒
的
に
人
気
の
あ
る
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
。
昨
年
の
健
康
づ
く
り
大

会
で
初
め
て
エ
ァ
ロ
ビ
ク
ス
講

習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
会
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
村
内
の
若
い
女
性
た
ち

が
中
心
と
な
っ
て
エ
ァ
ロ
ビ
ク

ス
ト
レ
ス
も
と
れ
て
気
分
そ
う
快

ひるば

業十
N喉凝、，即

　15980m断念△6187

　　　X　隆

罵嚥
　　ワ北面永河k、　嘱氷5可湖

騨

　
「
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
、
村

政
に
感
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
協
力
願
い

た
い
」
こ
れ
は
、
二
月
二
十
四
日
に
行
わ

れ
た
高
齢
者
講
座
（
村
政
を
知
る
）
の
模

様
で
す
。
こ
の
日
は
、
村
議
会
の
社
会
文

教
委
員
長
の
小
林
豊
政
氏
、
総
務
建
設
委

員
長
の
斉
喜
勝
利
氏
、
産
業
経
済
委
員
長

の
服
部
安
二
郎
氏
の
三
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
の
最
近
の
村
の
動
き
を
話
し
ま

し
た
。
参
加
し
た
六
十
二
人
の
お
年
寄
り

た
ち
は
、
一
言
も
聞
き
も
ら
す
ま
い
と
真

剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

村政の話しを聞くのもいいもんだ

　
い
つ
も
の
顔
、
新
し
い
顔
が

二
月
十
六
日
総
合
セ
ン
タ
ー
に

集
ま
り
ま
し
た
。
今
日
は
、
年

に
一
度
の
村
民
娯
楽
大
会
で
す
。

　
囲
碁
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
百
人

一
首
に
分
か
れ
必
死
の
攻
防
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
年
々
参
加
者
が
減
っ
て
い
ま

す
。
勝
っ
て
も
負
け
て
も
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

★
成
績

　
《
囲
碁
》

一
位
　
石
沢
　
　
満
（
荒
　
屋
）

二
位
　
上
原
　
正
孝
（
上
　
山
）

三
位
　
服
部
　
　
寧
（
如
来
寺
）

　
〃
　
大
島
　
正
司
（
白
羽
毛
）

　
《
麻
雀
》

一
位
　
樋
口
　
義
二
（
干
　
溝
）

一
位
　
樋
口
　
正
則
（
荒
　
屋
）

一
位
　
服
部
　
一
利
（
田
　
沢
）

《
百
人
一
首
》

位
　
樋
口
　
満
子
（
通
り
山
）

一
位
　
広
田
　
ス
イ
（
荒
　
屋
）

一
位
　
広
田
タ
マ
子
（
小
　
原
）

〃
　
関
谷
真
理
子
（
通
り
山
）

型型
田荒欄墜

沢屋一一　　一年一回のお手合せ楽しみです

村
民
娯
楽
大
会

年
に
一
度
の
腕
だ
め
し

り騨，

リズムに乗ってかろやかに

ス
サ
ー
ク
ル
を
作
り
ま
し
た
。

二
月
末
で
練
習
も
八
回
を
数
え
、

メ
ン
バ
ー
の
動
き
も
さ
ま
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　
日
ご
ろ
運
動
を
す
る
機
会
の

少
な
い
若
い
お
母
さ
ん
達
も
、

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
楽
に
合
わ
せ

て
汗
び
っ
し
ょ
り
で
す
。
こ
の

と
き
、
体
内
の
余
分
な
脂
肪
が

と
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
参
加
し
て
い
る
人
た
ち
は
、

「
汗
を
か
く
っ
て
こ
ん
な
に
気

分
が
い
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」

コ
肩
こ
り
も
な
お
っ
た
」
　
「
ス

ト
レ
ス
解
消
に
最
高
」
と
す
っ

か
り
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
の
フ
ア
ン

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

　
二
月
一
日

日
ま
で
シ
ー

覆
着
用
運
動

ま
す
。
だ
れ

事
故
に
あ
う

せ
ん
。
し
か

は
だ
れ
も
予

万
一
の
と
き

っ
て
ぐ
れ
る

ト
ぐ
よ
o

おUいちやんの腕前に感認

　
⑪

芋（筋
夫
導

津
フ野

二うしてワラジをつくるんだよ

　　　　　　騨榊

』露簿窃磁璽蒙

　　　　　　　　　・飲酒運転検挙者数　0人

髄響陥鎮惚・競許運転甑o人
三
月
三
十
一

ル
ト
一
〇
〇

施
さ
れ
て
い

も
や
自
分
が

考
え
て
い
ま

万
一
の
事
態

き
ま
せ
ん
。

た
の
命
を
守

シ
ー
ト
ズ
ル

・事故発生件数　　　1件

・死亡事故ゼロ　873日

　　　　（2月末累計）

韓
粥

　
交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト

　
　
デ
ザ
イ
ン
募
集

　
新
潟
県
で
は
、
交
通
事
故
防

止
、
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図

る
た
め
、
交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ

ト
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す

★
応
募
資
格

　
県
内
に
居
住
す
る
人

★
応
募
方
法

　
一
、
白
ケ
ン
ト
紙
に
五
色
以

　
　
内
で
表
現

　
二
、
用
紙
は
B
4
判

　
詳
し
く
は
、
総
務
課
内
線
⑮

　
ま
で

広綴かかマ～ 昭和61年3月10日
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きっかけは……り銀山湖に魚釣りに行一）た

帰り、仲間の家に寄ったんですよ。その

　とき彼女がいたんです。ワ姉の嫁つぎ先

　でしたので泊りに行っていたんですよ．

どんなところに……り賢実なんですよ。こ

の人なら家の切り盛りをうまくやってく

れると思いました。ワ頼りがいがあって

安心してそばにいられるところです。

エピソードは……り自分の嫁は自分でもら

いに行くとたんかを切って家を出たので

すが、その日は彼女の両親に切り出せず

帰ってきたんですよ。ワみんなでいつ切

　り出すのか待っていたんですよ。り2～

　3日後に気合いを入れて再度挑戦し成功

　しました。

村に要望することは……りだれもいうこと

ですが、若い人の職場ですね。これができ

れば嫁不足の解消にもつながると思います。

　　　《溺れたカワセミ》

防鳥網をかけた稚魚池にいつの問に潜りこ

んだのか、カワセミが一羽飛び回っていまし

た。網をはずしてやらなければと急いでスコ

ップで雪をのけながら見ると、カワセミは羽

根を広げて着水しました、やがてカクンと頭

を下げたので網を破って手ですくいあげると、

すでに死んでいました。木の枝や空中から急

角度に水に突込み水中では魚雷の様なスピー

ドで魚をくわえて飛び去るので、私は水に強

い鳥だと思い込んでいました。3㍍の雪を堀

り土に埋めてミ美鳥院簿命居士ミと木に書き

ました。

〆
〆

舞…＿
鰯一捌
　む17Fり”臼／
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ノ〆文。絵上村忠男さん
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